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平成２９年度 放課後児童クラブ 「秋津」事業計画       
  
 昨年度は、新制度開始に伴い、湖西市での「湖西市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」
に定められた基準の中で、秋津独自の特徴（市内全地域の児童の迎え、休日保育、開所時間、給食提供等）を活かしなが
ら、実施してきました。今年の利用者希望は、毎日利用８２人、長期休暇のみ２４人 計１０６人過去最高になりました。 
たくさんの人数から、子どもの環境を考え、部屋の分配を行っていこうと思います。支援員の放課後児童支援員認定資格
研修も３人までおえました。昨年は、発達障害児のコーディネーターによる訪問相談をうけ、子どもとの関わりを勉強を
し、子どもの関わり方は引き続き会議等で共有していき学んで行きたいと思います。 
 また、保護者の就労状況による預かり意外に、子どもの発育や発達について、生活や友だちとの関わりなど保護者から
の子どもについての相談事も多くなってきています。個別の対応が増える中、支援員の負担も大きくなることから子ども
の人数にあわせ、支援員の確保に努めていきます。「秋津」では、子ども達と安全に過ごすと共に、年齢や個に応じた対
応を放課後児童支援員が身に付け、相談できる環境を大事にしていきます。 
 
＜岡崎保育園 放課後児童クラブ 秋津 （あきつ） の目標＞ 
 「自分から考えて行動できる子ども」 
 「気持ちの良いあいさつができる子ども」 

法人事業計画の概要・方針 重点目標 取り組み内容 
１．保育サービス室の向上 
  
 
 
   タイムリーな情報発信 
 
 
 
 
 
  保育環境の整備 
       
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①一人ひとりの児童を理
解し、自主性を育てる。   
 
 
 
②社会性を身につけ、仲間
意識を身につける。 
相談できる場所や人をつ
くる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★年間予定を決めて役割を持つ 
・結果だけ考えるのではなく、保育の過程を大切にしな
がら、実践や子どもの記録の方法を検討する。 
・子どもの思いに耳を傾け、子どもの姿を読み取る方法
を学び合う。 
・非常勤職員（児童厚生員）を中心に、学習、遊びのメ
リハリ 
 をつけていく。 
 
★放課後児童クラブの意味、目的を職員が理解し、利用
者にも伝えていく。    ・丁寧な説明と心配り 
 
★会議の充実をはかる。 
・職員会議や保護者への説明を計画性に行う。 
 
★給食の提供（保育園との連携） 
 
★園児との交流   
 長期期間等を利用し、園児と交流 
一緒に遊び子ども同士の中からルールを覚えたり、流し
そうめんをしたり遊びを通して楽しむ。 
 
★学校の様子の情報を得る 
 
★湖西市子育て支援センター（学童担当）と連携を図る
。他の学童との情報交換 会議 
 

２．職員の確保・人事育成 
  
 
  
 
 
 
 保護者への積極的な子育て支援 
  
  
 
 

 
③職員一人ひとりが意識
をして、働きやすい職場環
境を目指す。  
  
 
 
 
 
 
 
 

★子どもの姿を伝え合い、保護者とコミニュケーション
をはかり、信頼関係を築く。 
・保育園行事に参加する。 
 
★長期休暇等で、社会体験を行う。 
・公共のルールやマナーを体験する 
・保護者に様子を随時伝えていく 
 
★相談しやすい姿勢、環境をつくる 
★研修参加 （支援員認定資格研修 育成研修）  
・研修の学びを活かす。 
 

３．地域への貢献  
  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
★光湖苑との交流  
 
★プチボランティア 
★パンフレットの作成 

 
 ★ 平成２９年度 ４月１日 希望児童数 ＜定員 ５５人＞ 
 岡崎小学校 白須賀小学校 鷲津小学校 東小学校 計 

１年 １９（２） １ ７  ２７（２） 
２年 １３（３） ５ ７  ２５（３） 
３年 １４（７） ２（２） ４ （１） ２０（９） 

４年以上  ６ （８） １ ３（２）  １０（１０） 
合計 ５２（２０） ９（２） ２１（２）  ８２（２４） 

 


